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Cloa戯のPhage　Typingに関する研究
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1緒署と文献の概要

　三食の初発・進行に際し，脱灰歯牙の有機質を崩壊

せしめる細菌として歯牙溶解菌（B．Odontolysogenis）

が奥村・中井1）・2）3），杉山らによって分離命名され

たが，米沢4）は本菌の同定を試み，広範な研究の結

果，これをAerobacter　cloacaeと決定した．当時同

定は，Bergey’s　Manual　5）4版（1934）にのっとって

行われたのであるが，その後Gri伍n＆Stuaft　6），

Brooke　7），　Edwards＆Fife　8）らの研究によって，徐

々ながら研究の進展を得，K：auffmann　9）は本菌の腸

内細菌分類上．従来のGenus名であるAerobacterを

排してGenus　Cloacaなる一属を新設し，ためにA．

aerogenesは，　Genus　K：1ebsiellaに編入された．し

かしながら，それでも依然としてCloacaの諸性状に

は未知，未開拓の部分が多かったが，最近，私共の同

入・市之川10），畑11）は，その生物学的・免疫学的性

状，特に今日まで前人未踏であったCloacaの抗原分

析を行い，抗原構造の一部を明確にした．又一方，同

門の奥村は12）13）14）15）16），Cloacaを宿主とするファ

ージを，入の唾液，川水から分離することに成功し，

その電子顕微鏡的観察による形態学的研究をもととし

て，諸性状を明らかにした．ファージは，通常広く自

然界に分布しており，微生物の生存するところ必ずフ

ァージありといわれて吟たが，奥村12）の研究までは，

口腔からファージの分離は勿論，ロ腔細菌を宿主と

するファージの研究は殆んど見られず，唯米沢4）が

Cloacaの研究中，本菌ファージの分離を試みたが，

当時はLysogenic＄trainの分離には成功しなかっ

た．果村分離のCloacaファージには6株あり，電子

顕微鏡的観察の上では，それぞれ形態学的性状を異に

すると共に，その溶菌作用の特異性，血清学的性状，

溶菌作用点，熱抵抗性，抗生物質に対する動態におい

て特長を示し，特に22株のCloacaに対する溶菌作用

の特異性から分離ファージは3群に分けられた．以上

の結果は，単に，初めて口腔からのファージの分離に

成功したにとどまらず，Cloacaの研究にも大きな貢

献をなしたもので，Cloacaに対する溶菌作用の特異

性及び抗生物質に対する動態は，Cloaca自体の研究

に大いに有用な点である．即ち，谷・医学微生物学

17）には，同一種類の細菌に作用するファージ間にも

菌特異のものがあり，これにより細菌の型分類に用い

られるものがあると記述されているが，この点を更に

詳細に論じてみると次の如くである．まず，ファージ

は，その作用する細菌種に対して特異性を示すことで

ある．これを別の表現を以てすれば，共通の抗原成分
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を有する場合，その抗原に対してのみ特異性を示すフ

ァージがあれば，強くその特異性をもち得るものであ

る・例えば，Salmonellaにおいて特定の0抗原やVi

抗原があれば，他の抗原部分が異なっている菌株で

も，この抗原に特異性を示す限りでは，そのファージ

の作．用をうけるものである．Kauffmann－Whiteの分

類で，D（なる0抗原をもつS．　typhosa，　S．　enteritidis，

S．pullorumに対してのみ特異的に作用するファージ

がある．このような事実は，現在までSalmonellaに

ついて行われたものが多く，チフス菌のVi株が特定

のファージによって更に細別されたことは，その主要

な例であるが，これを文献上で検討してみると次の如

くである．即ち，その主なものは，前述した如くファ

ージの溶菌作用が，特定の菌種又は菌株に対し，或い

は抗原に対する特異性の高い場合，その現象を利用し

て菌種，菌株の分類が可能である．たあにその目的で

行われた研究では，主にSalmonellaを対象として行

った研究がある．即ち，S．　typhosa，　S，　paratyphiの

Vi抗原とファージとの関連性をはじめ，その他の諸

Salmonellaとファージ作用との密接な関連性につい

ては，Cherry　18），　Lilleenge1119）・20），　Smith　21），　At・

kinson　22）・23），　Rakieter　24），　Wassermam　25）などの報

告がある．

　ひるがえって，Cloacaに関する諸研究について見

ると，その生物学的・免疫学的性状は先人の努力によ

って一応の解決を得たとはいうものの，未だ完全とは

いえず，CloacaのTypingに関しても，別途な方法

による究明も可能な範囲で究めねばならない時，SaL

monellaと同時の成果を期待して，私はファージを用

いた本O属のTypingを企図した．　CloacaのPhage

Typingは，未だ内外にこれを見ず，唯わずかに，奥

村12）がCloacaファージの研究に際して22株のCloaca

に対してファージの溶菌作用の特異性について実験し

たもののみがある．従って，本研究は，Cloacaのフ

ァージをもつてするCloacaの分離，近縁Oとの鑑：別，

及び菌体及び鞭毛の抗原構造との関連性について実験

を行ったものである．

II供試菌と供試Cloaca　Phage

　　　　　　　（1）供試Cloaca

　供試Cloacaは，当教室の畑より分与を受けたもの

である．本菌の生物学的性状・免疫学的所見は，市之

川・畑の研究によって明らかにされたところであり，

四丁由来株が24株（No．2，3，4，5，6，7，8，9，10，

11，　12，　13，　14，　15，　16，　17，　18，　19，　20，　21，　22，

49，50，53），下水由来株が13株（No．25，26，27，

28，　29，　30，　31，　32，　33，　34，　35，　36，　37，　38），　腸

管由来株が13株（No．39，40，41，42，43，44，45，

46，47，48，51，52，54）の計50株である．これら供

試菌株の生物学的性状は，表1に一括した．

表　1　供試菌の生物学的性状（Cloaca　50株）

Arabinose

Xylose

Rhamnose

Glucose

Sucrose

Lactose

Maltose

Glycerol

Adonito1

Mannitol

DlllcitoI

Sorbitol

Salicin

50十
49　十，　1一（N．32）

39十，　11一（No．4，　7，　8，　10，　11，
12，　49，　50，　53，　28，　38）

50十

50十
32十，18×

50－
50十
40　一，　10　十　（No．39，41，44，47，
48，　49，　50，　52，　53，　54）

50十
2　十　（No．44，　52），　48　－

48　十，　2一　（No．26，　37）

50十

IIlositol

Amylum　S．

Indole

Gelatin

H2S

HNO2
Voges－Proskauer

Methy1－red

Citrate

Urea

Motility

KCN
PPA

49　十，　1一　（No．39）

50十
50－
50十
50－
50十
5q＋
50－
50十
50－
46　十，　4　一，　（No．30，

38，　51，　52）

50十
50一

（注）　（　）　は菌株番号，×印は遅延陽性
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　　　　　　　（2）供試Phage

　供試ファージは，ライオン歯磨研究所の奥村から分

与を受けたものであり，本ファージの諸性状について

は既に奥村によって究明せられたところである．本フ

ァージはすべて鵜窩由来のCloaca　N2株を宿主とし

たもので，唾液由来株が1株（S5），川水由来株が5

株（R1，R2，R3，R4，R5）の計6株である．本ファー

ジの諸性状は表2に一括した．

表　2　供試Cloaca　Phageの性状

Rl

R2

R3

R4

R5

S5

形態（大いさ）

頭部陣部
作　用　特異性

Cloaca

80－1501170－230

mμ

59－70
mμ
73－91
mμ

mμ

190－230
　mμ
295－339
　mμ

8／21

8／21

16／21

16／21

16／21

113／21

K：1ebsiella

1／1

1／1

1／1

1／1

1／1

1／1

Ecoli

0／4

0／4

0／4

0／4

0／4

0／4

Pfoteus

0，3

0／3

0／3

0／3

0／3

0／3

血清学的

関連性

R2－R5

R1，R3－R5

R1，　R2，　R4

R5，　S5

R1－R3，　R5
S5

R1－R4
　S5

R3－R6

熱抵抗性

25分／75。c

25分／75。c

45分目75。C

45分／75。C

45分／75。c

10分／75。c

交　　差

作用試験：

R2（±：）

R1（土）

R1，　R2（一）

R4，　R5（一）

S5　（一）

R1－3一）

禽＝l
R1－4（一）

S5　（一）

Rレ5（一）

クエン
酸によ
る不活
化

十

十

十

十

（注）作用特異性一混信菌株数／供試菌株数

III．　Cloaca　PhageによるCloacaの溶菌試験法と成績

　　　　　　　（1）実　験方法

　まず，供試ファージの凍結乾燥体を普通ブイヨン

5ccに溶解し，これに宿主菌であるCloaca　N2株の

24時間ブイヨン培養を1白金耳接種して，37。C，18時

間培養する．培養後，60。Cで30分間加熱して得られ

たファージのブイヨン増強液を更に新しいブイヨン

5ccに1cc加えた．同時にCloca　N2株のブイヨン

18時間溶養液を1白金耳接種して，37。C，18時間培養

し，前回と同様に60。Cで30分間加熱してファージの

ブイヨン増強液を作る．この操作を数回反復すること

によって，供試ファージの高力価の増強液を得ること

ができる．通常この操作を数回反復することによって

108／ccファージ粒子を含むファージ液を調製する．

次に供試Cloacaを普通ブイヨン中4時間培養したブ

イヨン培養液を，普通寒天平板上に滴下し，コンラー

ジ棒にて均一に塗布する．次いで，37。Cで表面を大

体乾燥せしめ，この平板上に供試ファージを白金耳を

もつて画線塗布する．これを37。Cで18時間培養し，

供試ファージによる供試菌の溶菌の有無を観察した．

　　　　　　　（2）実験成績

　表3に示す如く供試ファージの溶菌作用を受ける供

試Cloacaは50株中21株であった．そのうち供試ファ

ージ6株のすべてによって作用を受けるCloacaは9

株であって，ファージR1，　R2，　S5の計3株の作用を

うけるCloacaが1株，　R2，　R5，　S5の計3株のファー

ジの作用を受けるCloacaが1株，次に，ファージ

R5，　S5株の作用を受けるCloacaが4株，ファージ

R1，　R2の作用を受けるCloacaが1株であった．他

はファージR5の作用を受けるCloaca株が5株で，

総計21株となる．

【　3　】
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Antigenic

structure

la, lb, lc

la, lb, lc

la, ld

la, lc, ld

la, lc, ld

la ･-

la, lc, ld

   .
Ia, lc, ld

la, lc, ld

la, lc, ld

la ･-

la ･-

la ･-

la ･-

la ･-

la ･-

la, lc

la, lc

la, lc, ld, 3

la ,lc

  3
   .
   .
  ?
  3
3, la

3, la

  3
  ?
3, la

  3
  ?
5a

la, lb

   .
  8
   .
   .
   .
Ia, lb, 4a, 5a,

lb

  ?
   .

ts 2Ig

igi 3 Cloaca (D Phage Typing

Strain No,

No. 2(C)
No. 3(C)
No. 4(C)
No. 5 (C)

No. 6 (C)

No. 7(C)
No. 8 (C)

No. 9 (C)
No. 10 (C)

No. 11 (C)

No. 12 (C)

No, 13 (C)

No. 14 (C)

No. 15 (C)

No. 16 ( C )

No. 17 (C)

No. 18 (C)

No. 19 (C)

No. 20 (C)

No. 21 (C)

No. 22 (C)

No. 25 (S)

No, 26 (S)

No. 27 (S)

No, 28 (S)

No. 29 (S)

No. 30 (S)

No. 31 ( S )

No, 32 (S)

No. 33 (S)

No. 34 (S)

No. 35 (S)

No. 37 (S)

No. 38 (S)

No. 39 (F)

No. 40 (F)

No, 41 (F)

No. 42 (F)

No. 43 (F)

No. 44 (F)

No. 45 (F)

No. 46 (F)

No. 47 (F)

No. 48 (F)

Phage strain

Rl

+
+
+

+
+
+
+
+

+

+

+

R2

+
+･

+

+
+･

+
+
+

+

+

+

R3 I R4

+
+
+

+
+
+
+
+

+

]

+
+
+

+
+
+
+
+

+

[4]

Rs

+
+
+
+
+

+
+
+
+
+
+

i]

+
+
+
+
+
+
+

+

+

S5

+

+
+
+

+
+
+
+
+
+

+
+

+

+

+
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4a，4b

4a，4b

4a

　　7

No．49（C）

No．50（C）

No．51　（F）

No．52（F）

No．53（C）

No．54　（F）

（注）十は溶菌された場合　C＝騙食由来株，S＝下水由来株，　F綿腸管由来株

IV・Cloaca　PhageによるCloacaの溶菌価測定法と成績

　供試ファージによって溶菌作用を受けた供試Cloaca

株について，その溶菌作用の様相の特性を示すLa・

tentsperiod及びBurst　Sizeは作用を受ける菌体構

造が違った場合，相当の変動を見る場合があり得るの

で，供試ファージが作用する場合の溶菌価の強弱につ

いて実験した．

　　　　　　　（1）実験　方法

　供試ファージの103／ccファージ粒子液を調製し，

これを1：1の割合で供試Cloaca乱数103／ccブイ

ヨン液に添加して37。C　8時間に培養した後10倍希釈

を行い，この各希釈液についてファージの寒天平板法

による検出を行った．例えば1，000，000倍希釈まで

ファージが検出できたならばそのファージの溶六一

は106とする．

　　　　　　　（2）実　験成　績

　　　　表　4　CloacaのPhage溶菌価

Strain
No．

No．　2

No．3

Phage　Strains

R・IR・IR・iR・IR・is・

No．4

No．5
No．　6

No．　8

No．9
No．10

No．11

No．12

No．13

No．16

No．17

No．18

No．19

No．20

No，21

No．22

No．27

No．30

No．33

10－8

10－8

10－7

10－8

10－8

10－9

10－9

10－9

10－5

10－5

10－5

10－8

10－8

10－7

10－8

10－8

10－9

10－9

10－9

10－5

10－6

10－5

10－8

10－8

10－7

10－8

10－8

10－9

10－9

10－9

10－5

10－8

10－8

10－7

10－8

10－8

10－9

10－9

1019

10－5

10－8

10－8

10－7

10－8

10－8

10－9

10－9

10－9

10－5

10－7

10－7

10－5

10－5

10－5

10－5

10－5

10－5

10－6

10－8

10－8

10－7

10－8

10－8

10－9

10－9

10－9

10－5

10－6

10－5

10－5

10－5

10－5

10－7

10－5

10－5
表4の如く，著明な傾向は認められなかった．

V・Cloaca　PhageによるK：lebsiellaの溶菌試験法と成績

　　　　　　（1）供試K：lebsieUa

　供試Klebsiellaは，農林省家畜衛生試験場の坂崎

利一氏より分与せられたもので，K抗原によって72型

に分けられているが，そのうち私が供試したのは，K

抗原5，24，59及び67を有する4株を除いた68株で
ある．

　　　　　　　（2）供試Phage

前項のCloacaの場合と同様のファージを用いた、

　　　　　　　（3）溶菌試験法

前項Cloacaの場合と同様の方法によった．

　　　　　　　（4）溶菌試験成績

表5に示す如く，いずれの供試Kllebsiellaも供試

ファージの作用を受けなかった．　　　　　　　　’

【　5　】
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表5K：1ebsiellaのCloaca　Phage感受性

　　　　　Phage

Tested　Strain

Klebsiella

（68　strain）

R1

66一

R2 R3 R4 R5 S5

168－167一［68－168－168一
2士（K51・K63）i 11土（K58）i

（注）　（　）　内は菌株番号

VI小括及び考按

　供試ファージの作用を受ける供試Cloacaをその分

離来皇別について見ると，蘭窩由来株が最も多く，21

定々18株で殆んどを占あ，残りの3株は下水由来株で

あった．これは，供試ファージが舗窩由来のCloaca

N2株を宿主として分離された関係が推察される．又

市之川」0）によれば，免疫学土翻窩由来の株と腸管由

来株に近縁性を認めていることからすれば，ファージ

感受性の面からも両者の関連性が現われそうに思われ

るが，結果はむしろ騙窩由来株と下水由来株に近縁性

が多少認められた．このことは，騙窩由来株の殆んど

が唾液由来のファージ株（S5）の作用を受け，ファー

ジ作用を受けた下水株の殆んどが，川水由来のR1，

R2，　R5株の作用を受ける結果となった事実に照合し

てみると興味深いものがある．従ってファージによる

溶菌は，事体構造にもファージの来源及びその作用の

特異性にも関連があるように考えられる．いずれにし

ても，供試ファージによって騙歯由来のCloaca株が

殆んど特異的に溶菌された事実は，意義あるものとい

えよう．

　次にファージ作用とCloacaの抗原構造との関係で

あるが，市之川・畑の研究成果に合せ検討してみる

と，供試Cloacaが0抗原1dを有するときは，供試

ファージのすべてによって作用を受けることが判明し

た．又0航原1cを有するときは供試ファージR5に

よって作用を受けることが判明した，この2点は，

Cloacaにおいて特定の0抗原と特定のファージの溶

菌作用が関連性を有することを見出した最初のもので

はなかろうか．なお，Cloacaの：H抗原即ち，　Cloaca

生菌凝集反応の様式とファージ作用とは関連性が認め

られなかった．これは従来のSalmonellaなどについ

ての報告でも，同様にあまり関連性が認められていな

い．Brooke　7）がCloacaに：Klebsiellaと同様の0抗

原のあること，：又Edwards　8）がCloacaのK抗原を

有するものの中で，50％がKlebsiellaのK抗原と’一

致することを報告している．又畑11）は17種のCloaca

免疫血清をもつてKlebsiellaの卵巣反応を行った結

果，これらの血清を凝集する株が約30％あった．しか

し，Cloacaの0抗原の凝集様式とは全く異なってお

り，しかも凝集反応は一般に生菌でのみ起り，大部分

加熱菌では消失している．従ってこれは共通の草体抗

原による凝集ではないと認められた．よって畑の成績

からすれば，供試Cloacaファージの作用をKlebs圭ella

の全株が受けなかった結果もうなずける．

　以上小括すると，次の如くである．即ち，

　（1）供試Cloacaファージの作用を受けるCloaca

は，供試菌50株中21株であった．そのうち，供試ファ

ージ6株のすべてに作用を受けるものは9株で，他は

3乃至1株のファージの作用を受けるだけであった．

　（2）溶菌の起きる場合，その溶菌価には著明な特

長は見られなかった．

　（3）供試CloacaファージによるK：1ebsiellaの溶

菌試験の成績上，供試Klebsiellaの全株がその作用

を受けなかった．

　　　　　　（文献は本文第3報に一括掲戟する．）

【　6　】
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第2報　Cloacaの抗生物質・ナルフア剤感受性について

2nd　Report，　Allitibiotics　and　Sul魚一drug　Sensitivity　of　Genus　C　loaca

1緒言と文献の概要

　Cloacaに対する抗生物質及びサルファ剤の作用に

関しては，既に多くの報告があるが，本研究に関連の

ある抗菌性物質とファージ溶菌作用についての研究は

Cloacaに関する限りあまり見られない．抗生物質と

ファージ溶菌作用との関連については，ペニシリンが

ファージの溶菌作用に協力的であり，又ファージ抵抗

性大腸菌はペニシリンに溶菌され難いとも報告26）さ

れている．又その逆に，ペニシリン抵抗菌はファージ

感受性を増大するという実験もある．その他ファージ

抵抗菌がホモスルファミンの作用を受け易くなると

もいわれている．同門の奥村16）は，ファージ抵抗性

Cloacaについて抗菌性物質の感受性を実験し，ファ

ージ抵抗性Cloacaは，ペニシリンに対する感受性が

低下し，コリスチンに対する感受性が増大することを

報告した．又，ストレプトマイシン，クロロマイセチ

ン，テラマイシン，ホモスルファミン，石炭酸，HgC12

に対する感受性の変化は認められなかったが，しかし

同ファージ抵抗株の酸凝集反応や0抗原には，顕著

な変化のあることを報告している．以上の結果と合せ

て，Cloacaのファージ抵抗菌とCloacaのWild株

におけるファージ作用抵抗性とは，本質的に同じでな

いにしても興味ある点である．最近坂崎27）は，Cloaca

とKlebsiellaのコリスチン感受性の差異を報告した・

　以上の文献よりして，未だCloacaのファージ感受

性と抗生物質感受性，及び宿主菌の抗原構造との関連

については，徹底した研究は今日なお認められない．

　私は，本文第1報においては，CloacaのPhage

Typingによって興味ある知見を得ている．本四で

は，供試Cloacaの二二別，抗原構造との密接な関連

性を基礎として，今回それら供試Cloacaの抗生物質

・サルファ剤感受性について検討せんとするものであ

る，

II・Cloacaの抗生物質感受性

　　　　　　　（1）実験　方法

　抗生物質感受性については，金沢・宮村28）の報告

した，階級濃度Sensitivity　Diskを用いる細菌の化学

療法剤感受性の定量的測定法を用いて，供試Cloaca

の抗生物質感受性を実験した．

　感受性Diskは“栄研”のものを使用した．定量用

培地は，Difco製Heart　infusion　agarを平板とな

し，その中央に感受性Diskをおき，被検菌をなるべ

くDiskの外縁から外方に向って放射状に画線塗布

し，氷室に6時間静置した後，37。Cで16時間培養し，

Disk外縁から阻止帯の長さを測定した．一方前以て

標準菌株の被検抗生物質に対する最低発育阻止濃度を

決定し，又この標準菌株は被検菌株と同時に測定用平

板に塗布した．今回の標準菌株にはCloaca　N2株を

用いた．この：N2株の被検抗生物質による最低発育阻

止濃度は，SMの場合は90mcg／cc，　CMでは7，5mcg

／cc，　AMでは13．Omcg／cc，　TMでは7．5mcg／cc，

CSでは18．9mcg／ccである．

　被検Cloaca，　Klebsiellaは第1報と同様，　Cloaca

50株，Klebsiella　68株である．被検抗生物質はペニシ

リン（PC），ストレフ。トマイシン（SM），クロロマイ

セチン（CM），オーレオマイシン（AM），テラマイシ

ン（TM），コリスチン（CS）である．

　感受性め算出方法は，半対数方眼紙上に対数軸に抗

生物質濃度を，整数軸には阻止帯長をとる．この図表

の上で，あらかじめ求めてある標準菌株Cloaca　N2の

被検抗生物質に対する最低発育阻止濃度と標準菌の高

濃度Diskによる阻止帯長とを示す点，及び標準菌最

低発育阻止濃度×Aと標準株の低濃…度Diskによる

阻止帯下を現わす点の2点を直線でむすぶ．この直線

【　7　】
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上に被検菌の阻止帯長に相当する抗生物質濃度を求

め．これを被検菌の最低発育阻止濃度とする．ただし

Aは高濃度Diskと低濃度Diskの濃度比で，栄研

DiskではPC　20，　SM　100，　CM　6，　AM　6，　TM　6

である．標準菌株Cloaca：N2の被検抗生物質に対す
　　ボ
る最低発育阻止濃度と感受性Diskより得られた標準

曲線は図1の如くである．

図　1　各種抗生物質の感受性測定用標準曲線

　20

　19

　18

　17

　16

　15

　14発
宵　15

阻12
止

　11．
線

長　10

（mm）9

　　8

　　7

　　6

　　5

　　4

　　3

　　2

　　1

A1雁

CS

CM

S1匪

TM

100D　98ア6　5　4　　5　　 2 1009

ﾙ5押。回漕蒜1，452
1

　　　　　　　（2）実験成績
　供試菌の抗生物質感受性は表6に示す如くである．

又供試CloacaのSM，　CM，　AM，　TM，　CSによる

最低阻止濃度と，その濃度に対応する菌株数を求めた

ものが表7である．その他，供試Cloacaの来源別と

抗生物質感受性，Cloacaのファージ感受性と抗生物

質感受性との関係，及び抗原構造と抗生物質感受性な

どは，それぞれ表8及び9に示した．これらの成績か

ら，CloacaのSM，　CM，　AM，　TM，　CS感受性と，

Cloacaの来源，　Cloacaファージ感受性及びCloaca

の抗原構造とは多少注目すべき関連が見られたが，特

筆すべきものは見出し得なかった．

表6Antibiotics　Seロsitivity　of　Cloaca

Strain

Antigenic
Structure

Strain　No．

1a，1b，1c

la，1b，1c

la，1d

la，1c，1d

la　lc，1d

　la…

No．2（C）

No．3（C）

No．4（C）

No．5（C）

No．6（C）

No．7（C）

最低発育阻止濃度（mcg／cc）

SM　ICMIAM1
13．0

27．0

9．0

9，0

9．0

4．5

3．4

5．8

3．4

5．0

3．4

3．8

34．0

28．0

12．0

10．O

i2．0

22．5

TM CS

2．6

4．2

1．7

2．6

2．6

3．2

34．0

56．0

44．0

56．0

33．0

100．0

【　8　】



CloacaのPhgae　Typingに関する研究

1a，1c，1d

　　o
la，1c，1d

la，1c，1d

la，1c，1d

　la…

　1a…

　1a…

　1a…

　1a…

　1a…

　1a，1c

　la，1c

la，　1c，　1d，3

　1a，1c

　3

　●

P

3

3，1a

3，1a

3

●

3，1a

3

●

5a

1a，1b

　■

　8

　●
●

　●
1a，1b，4a，5a

　lb

　9

　0

4a，4b

4a，4b

　　●

●

4a

7

No．8（C）

No．9（C）

No・10（C）

No。11（C）

：No．12（C）

No．13（C）

No．14（C）

No．15（C）

No．16（C）

：No．17（C）

No．18（C）

：No．19（C）

No．20（C）

No．21（C）

No．22（C）

No．25（S）

No．26（S）

No．27（S）

No．28（S）

No．29（S）

No．30（S）

No．31（S）

No．32（S）

No．33（S）

No．34（S）

No．35（S）

No．37（S）

No．38（S）

No．　39　（f）

No．40（f）

No．41　（f）

No。42　（f）

No．43　（f）

No，44　（f）

No．45　（f）

No．46　（f）

No．47　（f）

No．48（f）

No．49（C）

No．50（C）

No．51　（f）

No．　52　（f）

No．53（C）

No．54　（f）

　　9．0

　　3．0

　　6．0

　13．0

　　6．0

　　3．0

　　6．0

　　9．0

　　2．1

　　6．0

　　9．0

　13．0

　13．0

　　6．0

　　9．0

　50．0

　50．0

　50．0

　19．0

　60．0

　39．0

　39．0

　55．0

感受性なし

　55．0

　60．0

　　4．5

　　9．0

9．0

9．0

4．5

4．5

3．0

6．0

4．5

4．5

6．0

13，0

6．0

3．0

13，0

13．0

3．0

9．0

4．5

5，0

4，5

5．8

6．5

6．5

7．5

6．5

4．5

5．8

5．8

7。5

7．5

3．8

7．5

6．5

6．5

4．5

3．8

3。0

3．8

3．8

8．5

2．6

7．5

3．8

5．8

6．5

5．0

3．0

1．3

1．8

5．0

2．1

3．8

3．4

1．8

2．4

3．0

27．0

5．0

3，8

7．5

14．0

15．0

12，0

22．5

22．5

22．5

28．0

34．0

34．0

40．0

40．0

40．0

40，0

40．0

18．0

28．0

42．0

50．0

18，0

28．0

42．0

28．0

22．0

28，0

12．0

22，5

18．0

18．0

28．0

18．0

8．0

18．0

22．5

5，0

10．0

22，0

15．0

10．0

8．0

5．0

50．0

42。0

15．0

50．0

50．0

　　2．6

　　3．2

　　2，6

　　4．2

　　5，2

　　4．2

　　6．5

　　3．2

　　4．2

　　6．5

　　4．2

　　6．5

　　3．2

　　3．2

　　5．2

　　6．5

　　6，5

　16．0

　　4．2

　　1．1

　　4．2

　　2，0

感受性なし

　　2．6

　　4．2

　　2．0

　　2．6

　　2．6

　　2，6

　　2．0

　　1．7

　　1．7

感受性なし

　　L7
　　3．2

　　1．7

　　1．7

　　L7

感受性なし

感受性なし

　　5．2

3．2

感受性なし

感受性なし

　44．0

　44．0

　25．0

感受性なし

　33．0

　33，0

　33．0

感受性なし

　56．0

　25．0

　33，0

　44．0

　44．0

　44．0

　75．0

　19．0

感受性なし

　44．0

　56．0

　11．0

　33．0

　44．0

　25．0

　75．0

　14．0

　100，0

感受性なし

感受性なし

感受性なし

　19．0

　33．0

　　8．5

　44．0

　44，0

感受性なし

感受性なし

　56，0

　33．0

　75．0

感受性なし

　1LO
25．0

感受性なし

感受性なし

【　9　】
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表　7　Cloacaの最低発育阻止濃度別菌株数

SM

MIC 障数
2．1

3，0

4，5

6，0

9，0

13，0

19．0

27．0

39．0

50．0

55，0

60．0

1

5

6

8

10

7

1

2

2

3

2

2

CM
Mlc　l二二

1．3

1．8

2，1

2．4

2．6

3．0

3．4

3．8

4．5

5．0

5．8

6．5

7．5

8．5

14．0

27，0

1

2

1

1

1

3

4

8

4

5

5

6

6

1

1

1

AM
MI引菌騰
5．0

8．0

10．0

12．0

15．0

18．0

22．0

22．5

23．0

28．0

34．0

40．0

42．0

50．0

2

2

3

4

3

6

2

5

1

7

3

5

3

4

TM

Mlc十干
1．0

1．1

1．7

2．0

2．6

3．2

4．2

5．2

6．5

16．0

3

3

2

3

9

7

9

3

5

1

CS

Mlc　l寸寸

　8．5

11．0

14，0

19，0

25．0

35，0

34．0

44．0

56．0

75，0

100，0

1

2

1

2

4

8

1

11

5

3

2

S・n・i・i・ity一・111・一・1・卜・i・1・一・15iS一・［1・

（注）MIC＝最低発育阻止濃度（mc9／cc）

表8Cloaca株の分離凹型Sensitivity

SM

MIC lc同F
　2．1

　3．0

　4．5

　6．0

　9．0

13．0

19．0

27．0

39．0

50．0

55．0

60．0

100．0

1

4

1

6

7

4

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

1

0

2

3

2

2

0

0

1

4

2

3

3

0

0

0

0

0

0

0

CM
M・clcl・1F

1．3

1．30

1．6

1．8

2．1

2．4

2．6

3．0

3．4

3．8

4．5

5．0

5．8

6．5

7．5

8．5

14．0

27．0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

2

3

2

4

3

5

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

4

1

0

1

3

1

1

0

0

0

1

0

2

1

1

0

1

1

2

0

3

0

0

1

0

1

0

AM
Mlclci・IF
5・・「1

5．4

6．5

8．0

10．0

12．0

15，0

18．0

22．0

22，5

28．0

34，0

40．0

42，0

50．0

23．0

0

0

0

1

3

1

1

0

4

3

3

5

1

2

0

0

0

0

0

0

1

0

3

1

1

4

0

0

2

1

0

1

0

0

2

2

0

2

2

1

0

0

0

0

0

1

1

TM
MIclclS！F

1．0

1．1

1．7

2．0

2．6

3．2

4．2

5．2

’6．5

16．0

0

0

1

0

5

5

5

3

3

0

0

1

0

2

3

0

4

0

2

1

3

2

1

1

1

2

0

0

0

0

CS

Mlclc同F
　4．0

　8．5

11．0

14．0

19．0

25．0

33．0

34．0

44．0

56．0

79．0

100．0

0

0

1

0

0

2

5

0

7

3

2

1［

0

0

1

1

1

1

1

0

2

1

1

1

0

1

0

0

1

1

2

1

2

1

0

0

s…i・i・ity一・【・レ国・一・回・｝91・一・1・1・1・1s一・回・12i・一・回315

（注）MIC＝表7に同じ，　C＝六二由来株，　S一下水由来株，：F＝腸管由来株
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表9CloacaのPhage　SensitivityとAntibiotics　Sensitivityの関連性

＄M

MIC

　2．1

　3．0

　4．5

　6．0

　9．0

13．0

19．0

27．0

39．0

50．0

55．0

60．0

100．0

Phage
（＋）

1

2

0

4

5

4

0

1

1

1

0

0

0

Phage
（一）

0

3

6

4

5

3

1

1

1

2

2

2

0

謙竺右111・

CM

MIC

1．25

1．30

1．60

1．80

2．1

2．4

2．6

3．0

3．4

3．8

4．5

5．0

5．8

6．5

7．5

8．5

14．0

27．0

S＝0

Phage
（＋）

0

0

0

0

－0

0

1

0

3

2

4

2

4

2

3

0

0

0

Phage
（一）

0

1

0

2

一一 P

1

0

3

1

6

0

3

　1

4

3

1

　1

　1

・1・

AM
MIC

　5．0

　5．4

　6，5

　8．0

－10．0

12．0

15．0

18．0

22．0

22．5

23．0

28．0

34．0

40．0

42．0

50．0

Phage
（＋）

0

0

0

0

1

4

1

2

0

3

0

4

1

5

0

0

Phage
（一）

2

0

0

2

2

0

2

4

2

2

1

3

2

0

3

4

TM

S＝0

Mlc　tP鵠e

1．0

1．1

1．2

L7
2．0

2，6

3．2

4．2

5．2

6，5

16．0

0

0

0

1

0

6

3

6

2

2

1

・1・1・一〇｝・

Phage
（一）

3

3

0

1

3

3

4

3

1

3

0

5

CS

MIc　lP嵩e

　4．0

　8．5

11．0

14．0

17．0

19．0

25．0

33．0

34．0

44．0

56．0

75．0

100．0

S＝0

0

0

0

0

0

0

2

5

0

7

3

2

1

1

Phage
（一）

0

1

2

1

0

2

2

3

1

4

2

1

1

9

（注）表7注参照

IIL　CIoacaのサルファ剤感受性

　　　　　　　（1）実　験　方法

　サルファ剤としてイルガフェン（Nr3，4－Dime－

thylbenzoyl　Sulphanilamide）を用いた．感受性検：

査には希釈法を採用し，培地はSimmonsの合成培地

にアスパラギン19／‘を加えたものを使用した．供試

菌を本培地に一夜前培養する．イルガフェンを培地中

に500mg，250mg，100mg，50mg，25mg／dlの割に

希釈したものの5ccに，上記前培養1白金耳量を接種

して37。Cで培養し，発育の有無を判定した．

　　　　　　　（2）実験成績
　サルファ剤に対する感受性は全般に低．く，500mg／dl

濃度で発育するものが5株あり，これを来源別に見る

表　10Cloacaのサルファ剤感受性

　　　　　菌　　種

イルガフェ
ン濃度（mg／d1）

500

250

100

50

25

10

Cloaca

5株（10％）

24株（48％）

17株（34％）

2株（4％）

0株（0％）

2株（4％）

（No．4，　12，19，　38，42）

（No．2，　3，　5，　6，　7，　8，　9，　10，　11，　13，　14，　15，　16，

　　17，　18，20，　21，　22，　32，　33，　34，　39，41，46）

（No．25，　50，　53，　27，　28，　29，　30，　31，　35，　43，　44，

　　45，　47，　48，　51，　52，　54）

（No．26，　40）

（No．49，　37）

（注）　（）は当濃度で発育を示した菌株番号
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と騙窩由来のもの3株，腸管・下水由来各1株，又

100mg／dlで発育するものは17株であった（表10）．即

ち腸管由来株の13株中8株及び下水由来株の13株中7

株と騙窩由来24忌中2株であった．残りの大部分の株

は250mg／dlで発育し，’その24株中の18株迄は鵜窩

由来株であった．

IV小括及び考按

　（1）供試Cloacaは被検抗生物質中，　SMに対し

ての最低発育阻止濃度は，最低2．1mcg／cc最高55

mcg／ccの間にあり，その感受性に相当の差異が認め

られた．又二三別に見ると，下水由来株には，特に感

受性の低い株が多いように見受けられた．CM感受性

は，最低発育阻止濃度は，最低1．3mcg／cc最高27．O

mcg／ccで，その差は大きくなく，又Cloacaの来源

別，ファージ感受性及び抗原構造とは関連性がない．

　次にAMついては，最低発育阻止濃度においては，

最低5．Omcg／cc，最：高50mcg／ccで，相当の差があ

り，その中で騙窩由来株はややその感受性が低いよう

である．TM感受性は，その最低発育阻止濃度が全般

において低く，感受性の高いことが判る．来源別その

他による特長は見られない．最後に，CS感受性は，

二二由来株において低い傾向が認められたが，その他

は認むべきものがなかった．

　（2）サルファ剤感受性に関し，イルガフェンによ

る最低発育阻止濃度は，50～250mg／d1の範囲にその

大半のCloaca株が入り，全体的には最低10mg／dl，

最高500mg／d1の範囲であった．その他感性におい

て見るべきものはなかった．

　　　　　　（文献は本文第3報に一括掲載する．）

第3報　抗生物質・ナルファ剤感受性についてのCloacaと

　　　　Klebsiellaの差異について（付，全編の総括）

3rd　Report，　On　the　Di晩rence　betweell　Gellus　Cloaca　and　Gel｝us

　　　Klebsiella　on　Antibiotics　aDd　Sulfa－drug　SeDsitivity

1緒言と文献の概要

　Cloacaの抗生物質・サルファ剤感受性については

本研究の第2報において文献の概要及び実験成績を述

べたが，K：lebsieUaについては報告が少なく，特に

Cloacaと対比して研究した報告は殆んど見られない，

ただ坂崎27）は，Cloacaに関する研究において，両者

のコリスチン感受性の差異について報告した．しかし

ながら未だCloacaと：Klebsiellaの鑑別点について

有力なものとはいえない．筆者は，今回坂崎が報告し

たコリスチンのみではなく，広く抗生物質感受性につ

いて検討し，又この点についてのCloacaのファージ

感受性が全く認められないKlebsiellaとCloacaの

差異を明らかにせんとした．

　他方，供試Cloacaからの：Lysogenic　Strainの検

出については，従来多くの細菌，特に腸内細菌におい

てLysogenyの強い傾向が見られたので，　Cloacaに

おいてもLysogenic　Strainの検：出力弐出来てよいはず

であるが，まだその報告が見られない．供試した

Cloacaファージも所謂ビルレソトファージであって

三原菌から検：出したテンペレートファージではない．

そこで，筆者は今回CloacaよりLysogenic　Strain

の検出を試みたわけである．

II抗生物質・サルファ剤感受性についての

　　　Cloacaと：Klebsiellaの差異

　　　　　　（1）実験方法
供試K：1ebsiellaは第1報と同様の68株である．抗

生物質・サルファ剤感受性の定量法は第2報のCloaca

と同様の方法を用いた．

【12】
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　　　　　　　（2）実験成績
　供試菌の抗生物質感受性は表11，12に示す如くであ

る．この成績をCloacaのそれと対比してみると，図

2，3，4，5，6に示す如くであって，総体的に見

てKlebsie11aの方がCloacaよりも抗生物質感受性

が高い傾向を知ることが出来る．特にその傾向が顕著

であると認められるものは，クロロマイセチン，オー

レオマイシン及びコリスチンであったことは注目すべ

き点である．

次にサルファ剤感受性は表13に示したように，特別

に感受性の低いものを除けば大体において：Klebsie11a

め：方がやや感受性が高いといえよう．

表11Antibiotics　Sensitivity　of　K：lebsiella

Klebsiella　Strain

：Kl

K2
：K3

K4
K6
：K7

K8
K9
K：10

K11
：K12

K13

K14
：K15

K16
’K17

K18
K19
K20
：K21

K22
K23
：K25

K26
K27
K28
K29
K30
K31

K32
K33
K34
K35
K36
K37

K38
K39

SM

　19．0

　　9．0

　　6．0

　13．0

　19．0

　19．0

　39．0

　　2．1

　21．0

　13．0

　　9．0

　　9．0

　39．0

　39．0

感受性なし

感受性なし

　　9．0

感受性なし

　19．0

　19．0

　13．0

　　9．0

感受性なし

　39．0

　19．0

　　9，0

　55．0

　　9．0

　　9．0

　　9．0

　19．0

　　9．0

　19．0

　　9．0

　19．0

　　9．0

　　9．0

CM

2．6

4．5

5．0

3．0

5．8

3．8

5．0

2．6

3．0

2．4

3．8

1．6

5．8

L6
3．4

2．5

3．4

4．5

1．8

2．6

3．4

2．4

1、3

2．6

5，0

3．4

1．8

3，8

5．O

L6
3．0

5．0

3，0

3，8

1．6

3．4

3．4

AM

12．0

34．0

22．0

50，0

34，0

28．0

28．0

10．0

42．0

15．0

50．0

18．0

18．0

18．0

42．0

42，0

22．5

18．5

42．0

28．0

28．0

50．0

10．0

22．5

15，0

15．0

15．0

15．O

i5．0

6．5

5．4

28．0

8．0

22．5

22．5

18．0

18．5

TM

1．15

6．5

4．2

4．2

4．2

3．2

5．2

3．2

4．2

4．2

2．6

3．2

4．2

6．5

6．5

5．2

2．6

4．2

2．6

4．2

4．2

i．1

1」

4．2

1．2

4．2

2．6

6．5

4．2

2．6

1．2

3．2

1．2

2．6

1．65

1．65

16．6

CS

　14．0

　56．0

　56．0

　25．0

　44．0

　33．0

　44．0

　44．0

　25．0

　44。0

　33．0

　56．0

　56．0

　56，0

　　4．0

　25．0

　18．0

　19．0

　33．0

　19．0

　25．0

　14．0

　56．0

　33．0

　25，0

感受性なし

　25．0

　25．0

　44．0

　33．0

　33．0

　33．0

　25．0

　25．0

　33．0

　25．0

　33。0
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1（40

：K41

K42
：K43

K44
K45
K46

K47
：K48

：K49

K50
：K51

K52
：K53

K54
：K55

K56
K57
K58
：K60

K．61

K62
：K63

Kl　64

：K65

：K66

：K68

：K69

：K70

：K71

K72

　　2．1

　19．0

　19．0

感受性なし

　　3．0

　　6．0

　　6．0

　13．0

　27．0

　　9．0

　　9．0

　27．0

　　6．0

　　9．0

　19．0

感受性なし

　　6．0

　　9．0

　19．0

感受性なし

感受性なし

　　9．0

感受性なし

　　3．0

　27．0

　13．0

　13．0

　55．0

　70。0

　27．0

　13．0

2．4

5．O

L8
3．8

1．6

3．0

2．6

3．4

1．6

4．5

2．4

5．0

4．5

3．4

3．4

4．5

5．0

3．8

5．8

2．4

6．5

3．0

2．1

2．4

1．6

1．6

1．6

1．6

2．4

1．6

2．1

15．0

12．0

18．0

22．5

15．0

22．5

6．5

18．0

18．0

18．0

8．0

15．0

12．0

15．0

8．0

15．0

28．0

28．0

22．5

18．0

42．0

28．0

12．0

22．5

10．0

6．5

5．4

10．0

10．0

10。0

6．5

2．0

1．2

2．6

2．0

2．6

2．0

4．2

1．2

4．2

2．0

1．7

1．2

1．1

3．2

1．1

2．6

1．7

6．5

2．0

4．2

2．0

4．2

2．6

1．7

2．6

2．6

1．0

2．6

1．1

4．2

2．5

　25．0

　33．0

　33．0

　56．0

　44．0

感受性なし

感受性なし

　56．0

　44．0

　100

　14．0

　19．0

　　8．5

　11．0

　11．0

　1LO
　　8．5

　　8．0

　　7．5

　19．0

　19．0

　33．0

　25．0

　19．0

　33．0

　44．0

　19．0

　25．0

　33．0

　44．0

　56．0

　　　　（注）数字は最低発育阻止濃度

表12：Klebsiellaの最低発育阻止濃度別菌株数

SM

：MIC

2，1

3．0

6．0

9．0

ユ3．0

19．0

27．0

39．0

55．0

No．　S．

2

2

5

17

7

14

5

4

2

CM

MIC

1．3

1．6

1．8

2．1

2．4

2．5

2．6

3．0

3．4

No．　S．

1

11

3

2

8

1

5

6

8

AM
MIC

　5．4

　6．5

　8．0

　10．0

　12．0

　15．0

　18．0

　18．5

20．0
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No．　S．

2

4

3

6

4

11

9

2

1

TM
MIc　lN・・S

1．1

L2
1．65

1．7

2．0

2．6

3．2

4．2

5．2

7

5

5

3

5

15

4

16

2

CS

MIC

4．0

8．5

11．0

14．O

ig．0

25．0

33．0

44．0

56．0

No．　S．

1

2

3

3

7

14

15

10

9
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70．0

Sensitivity＝0

1

9

3．8

4．5

5．0

5．8

6．5

S＝0

6

5

8

3

1

0

22．5

28，0

34．0

42．0

50．0

Sニ＝0

8

8

2

5

3

0

6．5

16，5

S＝0

5

1

0

75．0

100

S＝0

0

1

3

（注）表7注参照

表　13K：lebsiellaのサルファ剤感受性

＼菌　種
φ舗論＼

500

250

100

50

25

10

Iqebsilla

12　株　（17．6％）

5株（7．3％）

24株（35．4％）

9株（13．4％）

8株（11．7％）

10株（14．7％）

（No．　1，　3，　7，　9，　10，　12，　13，　41，　55，　60，　62，　66）

（No、6，　30，　33，　37，　53）

（No．2，4，　8，　11，　15，　17，　19，21，　22，27，29，　32，
　34，　36，　38，　50，　51，　52，　54，　56，　57，　65，　71，　72）

（No．　14，　42，　44，　46，　48，　49，　63，　64，　68）

（No．　16，　18，　23，　26，　31，　58，　69，　70）

（No．20，　25，　28，　35，　39，　40，　43，　45，　47，　61）

（注）表10注参照
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図3供試菌のCM
　　　　感受性
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図　5　　供試菌のTM感受性
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III．　Lysogenic　Strainの検出法と成績

　　　　　　　（1）検　　出　　法

　Cloacaの普通ブイヨンにおける4時間培養液をシ

ャーレに約5mmの厚さに注加し，東芝製殺菌灯を

30cmの高さより10秒間照射し，ファージの誘発を試

みた．照射後4，000回転30分間遠心分離を行い，その

上清を，Cloacaを接種した普通ブイヨンに加え，37

。Cに16時間培養する．別に前記遠心上清を，　Cloaca

を塗布した普通寒天上に滴下して，同時に37。Cで16

時間培養する．培養後溶菌現象又は溶菌斑の出現の有

無について観察した．

　　　　　　　（2）検　出　成績

　供試CloacaのいずれからもLysogenic　Strainを

検出することができなかった．

IV小括及び考按

　（1）：Klebsiella　の抗生物質感受性は，総体的に

Cloacaのそれよりも高く，特にオーレオマイシン，

クロロマイセチン及びコリスチン感受性においてその

傾向が顕著であった．これらのうち，コリスチンにつ

いては坂崎27）の報告した結果とは若干異なるようで

あるが，コリスチン以外にストレフ。トマイシン，クロ

ロマイセチン，オーレオマイシン，テラマイシンに対

する感受性についても検討し，前記の如きCloacaと

Klebsiellaの差異を認め得たのである．

　（2）Klebsiella　のサルファ剤感受性は，　Cloaca

のそれに比して若干高いように見える．ただし供試

Klebsiellaの18％において500mg／ccという高濃度

を最低の発育阻止濃度とする如き例外も含んでいる．

こめ点はCloacaの大半が50～250mg／ccの間に最

低発育阻止濃度をもつことに比較して，：Klebsie11aの

サルファ剤感受性の幅が広いともいえる．

　（3）供試CloacaからのLysogenic　Strainの検

出は，紫外線照射による誘発を行っても遂に不能であ

った．

【17】
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（付）全編の総括

　Cloacaの研究は，他の腸内細菌に比較して，非常

に立遅れた状態にあったが，近時，腸内細菌全般の研

究が急速に進展したため，漸次Cloacaに関する報告

も見られるようになって来た．しかしながら，その分

類学的位置を確立する根拠となる生物学的性状，抗原

構造等は，未だ充分とはいえない．

　Cloacaは，歯科領域にあっては，翻食の進行に際

して，脱灰歯牙の有機質を崩壊せしめる細菌であるた

め，現在までに縦横の検討が加えられて来た．

　その中で，私共の同人・市之川は，人の騙窩，腸管

及び下水を来源とする50株のCloacaについて，比較

的定形的な生物学的性状を基礎に，前入未踏であった

抗原構造，特に0抗原構造を追求した．同じく畑はこ

れら菌株の菌体抗原構造につき，比較的系統立つた説

明を与え，さらに画面の鞭毛，爽膜についての検討，

及びKIIebsiellaとの免疫学的関係に対し新知見を加

えた．しかしながら，未だCloacaとKlebsiellaと

の差異などに対し，徹底した解明を与えた程のもので

はない．そこで私は，先に奥村が分離したCloacaを

宿主とするファージ6株を用い，CloacaのPhage

Typingを企図した．細菌のPhage　Typingは既に，

Salmonellaの分類に有用な役目を果している事実が

ある．その結果，次の如き成績を得，Cloacaのファ

ージに対する態度が，その来源，0抗原構造又は抗生

物質感受性などとある程度関連をもつという注目すべ

稿を終るに当り，本研究に対し終始御指導，御鞭捷を賜った恩

師・米沢和一教授，並びに奥村晴一博士に対し深謝すると共に，

き新知見を得た．即ち，

　（1）供試Cloacaファージの作用を受けるCloaca

は，供試菌50株21株，42％であった．そのうち，供試

ファージ6株のすべてに作用を受けたのは9株で，他

は供試ファージの1乃至3株の作用を受けるのみであ

った．このファージ溶菌作用の起きた場合を来源別に

見ると，供試ファージは，供試Cloaca中，騙窩由来

24株中の18株，75％に殆んど特異的に作用した．他

方，下水由来株13株中3株，23％が作用を受けたが，

腸管由来株は1株も作用を受けなかった．

　（2）供試ファージの溶菌価には著明な特長が見ら

れなかった．

　（8）供試ファージによる：Klebsiellaの溶菌試験

成績より，供試Klebsiellaはすべてその作用を受け

なかった．

　（4）供試Cloaca及び：Klebsiellaの抗生物質，

SM，　CM，　AM，　TM，　CSに対する感受性を検討したと

ころ，CloacaのCM，　AM及びCSに対する感受性

は，Klebsiellaのそれよりも低い傾向を認めた．

　（5）供試Cloaca及びK：1ebsiellaのサルファ剤

に対する感受性は，特に両者間に見るべき特長を示さ

なかった．

　（6）供試Cloaca中より：Lysogenic　Strainを検：

出できなかった．

菌株分与を賜った関係各位をはじめ教室員一同に厚く御礼申上げ

ます・
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